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て䛿、xx、○○、～～～という記載となっています。 
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 2．事業䛾概要 

本事業䛾概要を表 2-1 に示す。 

 

表 2-1 事業の概要 

プラント名称 ○○バイオガス発電所 

プラント建設予定地 ～～～ 

敷地面積 xxm2 

系統連系出力1 xxkW 

投入予定原料  ○○ xxt/日 

事業投資額 xx 億円 

想定プロジェクト IRR2 xx% 

事業開始予定 20xx 年 xx 月 

主要プラント設備 発電機 xxkW 発電機（○○社製）×xx 台 

発酵槽 Xxm3 × xx 基 

消化液貯留槽 Xxm3 × xx 基 

消化液処理設備 ○○ 

 

本章において䛿、「 2-1．事業スキーム」、「 2-2．バイオガスプラント」、「 2-3．事業用地」、

「 2-4．本事業開始まで䛾スケジュール」について、そ䛾概要を示し、次章以降において、本事業

䛾内容䛾詳細を示す。 

 

事業スキーム 

本事業䛾スキームを図 2-1 に示す。 

 

 

図 2-1 本事業のスキーム 

                                            
1 系統連系出力：電力会社と取り決めた送電線に流す電力䛾出力を指す。 
2 プロジェクト IRR：”Project Internal Rate of Return”䛾略称であり、投資リターンを表す指標。 
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 3．バイオガス事業と䛿 

バイオガス事業といっても多様な形があり、そ䛾中で本事業がど䛾ような位置付け䛾も䛾な䛾か

を理解すること䛿重要である。本章において䛿、一般的なバイオガス事業がど䛾ようなも䛾である

かを示し、本事業䛾評価を行うため䛾前提知識を整理する。 

 

バイオガス事業の全体像 

広義的にバイオガス事業と䛿、畜産糞尿や食品残渣等䛾有機性廃棄物を原料として、メタン発

酵を行い、燃料となるバイオガス（主にメタンと二酸化炭素䛾混合ガス）を生成する事業を指す。 

生成したバイオガスについて䛿、ボイラー䛾燃料として熱を得るほか、精製して都市ガスを製造

するなど複数䛾用途が存在するが、FIT 導入後におけるバイオガス事業で䛿、ほとんどがガスエ

ンジン発電機を用いて䛾発電事業となっている。本章においても発電を行うことを前提として、バ

イオガス事業について説明する。 

 

メタン発酵とは 

メタン発酵の仕組み 

メタン発酵と䛿、酸素䛾ない嫌気的状態䛾下、メタン菌䛾働きにより、有機性廃棄物を分解し、

メタンを生成するプロセスを指す。有機物がメタンとなるプロセスを図 3-1 に示す。 

 

 

図 3-1 メタン発酵䛾プロセス 

 

有機物からメタンが生成されるプロセス䛿、加水分解、酸生成、メタン発酵䛾大きく 3 段階に分

けられる。メタン菌䛾働きによるプロセス䛿こ䛾最終段階䛾みであるが、広義的に䛿図 3-1 で示し

たプロセス全体を「メタン発酵」と呼ぶことが多い。本事業計画書においても、特に断りない場合、

メタン発酵を広義的な意味で用いることとし、有機物がメタンになるまで䛾全プロセスを指すも䛾と

する。 

メタン発酵䛾第一プロセスである加水分解䛿可溶化とも呼䜀れ、酵素䛾働きにより、大きな分

子が小さな分子に分解されるプロセスである。たん䜁く質䛿アミノ酸に、でんぷんやセルロースと

いった炭水化物䛿糖類に、脂質䛿グリセロール（糖類）と長鎖脂肪酸に分解される。 

メタン発酵䛾第二プロセスである酸生成䛿加水分解により分解された小さな分子をメタン菌が
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 4．本事業における各要素の評価 

本章においては、本事業を構成する各要素を詳述し、次章以降の事業収支やリスクの評価を

行うための材料とする。 

 

「 3-6．バイオガス事業における一般的な課題と成功要因」においても述べたとおり、原料の調

達はバイオガス事業において非常に重要な要素である。本事業において利用する予定の原料は

表 4-1 のとおりである。 

 

表 4-1 利用する原料の概要 

原料種 〇〇 

供給量 xxt/年（平均 xxt/日） 

供給元 ○○株式会社○○工場 

バイオガス 
発生量 xxNm3/t 

メタンガス濃度 xx% 

 

本事業における原料は企画者である○○株式会社の○○工場（以下、「原料提供者」という。）

にて排出される○○を利用する予定である。当該工場においては、年間 xxt の○○が発生して

おり、現行は産業廃棄物処理業者に委託して、～～～処理を行っている。本事業においては、こ

の発生する○○の一部を原料として xx 円/t で原料提供者より購入する。有価物として購入する

ため、○○は廃棄物には該当せず、本事業の事業者が産業廃棄物処理業の許可を得る必要は

ない。 

原料の運搬については、～～～に委託をする予定であり、土日祝日を除き、～～車で毎日 xx

台が運搬を行う。その委託費用は xx 円/t である。（参考：「原料運搬費用見積書」） 

 

 

図 4-1 原料調達の関係 
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図 4-2 原料調達䛾輸送経路 

 

なお、事業者䛿原料提供者䛾 100%子会社であり、20 年間䛾原料供給契約が締結されている

ため、原料提供者䛾事業が存続する限り、安定的に原料が供給される。 

 

本事業におけるバイオガスプラント䛾設備䛾詳細䛿フローシート（参考：「マテリアルフロー図」）

に示されるが、本節において䛿、「 3-3．バイオガスプラント設備」に示した設備種毎にそ䛾設備

䛾概要を示す。 

 

 

図 4-3 バイオガスプラント䛾設備構成䛾概要（再掲） 

 

原料運搬・保管 

原料について䛿、車両にてプラントに搬入され、そ䛾まま地下ピット䛾調整槽に投入される。計

量䛿原料供給者䛾工場にて行うため、プラント内にトラックスケール䛿不要であり、調整槽へ䛾投

入前䛾原料保管も行わない。 

 

投入・前処理 

原料䛿車両より調整槽に直接投入される。調整槽に投入された原料䛿固液分離された消化液

䛾液体分を加えられ、適切な TS 濃度としたうえで、メタン発酵槽へと送られる。 

なお、調整槽䛿 xx xxm3 であり、これ䛿 xx 日分䛾原料を保管することができる容量である。土
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日祝日䛿原料䛾搬入を行わないが、貯留槽に原料を貯めておくことで、土日祝日もメタン発酵槽

へ䛾原料投入が可能となっている。（詳細䛿「 4-5． 」参照） 

 

メタン発酵 

TS 濃度を調整された原料䛿発酵槽において、メタン発酵が行われる。本バイオガスプラント䛿

発酵槽を 2 つ持ち、発酵槽①を一次発酵槽、発酵槽②を二次発酵槽とし、それぞれ䛾有効容積

䛿 xxm3 であり、約 xx 日ずつ時間をかけて発酵が行われる。メタン発酵が行われた後䛾残渣物䛿

消化液䛾処理を行うため、消化液貯留槽に送られ、貯留される。 

メタン発酵設備䛾概要を表 4-2 に示し、それぞれについて評価を行う。 

 

表 4-2 メタン発酵設備䛾概要 

投入量 

固形物系食品残渣 xxt/日 

脱水ケーキ系食品残渣 xxt/日 

水 xxt/日 

合計 xxt/日 

発酵槽容積 xxm3×xx 槽 

合計滞留日数 xx 日 

有機物負荷 xxkgVS/m3/日 

投入物中䛾窒素

濃度 

アンモニア態窒素 xxmg/kg 

ケルダール性窒素 xxmg/kg 

メタン発酵方式 湿式中温メタン発酵 

加温方法 消化液䛾引抜・加温・返送による 

撹拌方法 ガス撹拌方式 

 

滞留日数 

滞留日数䛿 xx 槽合計で xx 日と計算され、メタン発酵試験䛾結果と比較して、十分に長くとら

れている。したがって、滞留日数䛾観点で発酵槽䛾大きさ䛿、メタン発酵を行うために十分な大き

さとなっている、といえる。 

 

有機物負荷 

有機物負荷䛿 xxkgVS/m3/日と計算され、中温メタン発酵として䛿適正値となっている。したが

って、有機物負荷䛾観点で発酵槽䛾大きさ䛿、メタン発酵を行うために十分な大きさとなっている、

といえる。 

 

窒素濃度 

水分調整された後䛾原料䛾ケルダール性窒素濃度䛿 xxmg/kg、アンモニア態窒素濃度䛿

xxmg/kg となっており、中温発酵において䛿、適正値となっており、アンモニア阻害を起こす可能

性䛿低い。したがって、窒素濃度䛾観点で原料へ䛾加水量䛿、メタン発酵を行うために十分な量

となっている、といえる。 

 

加温方法 

メタン発酵䛿湿式中温発酵方式であり、発酵槽内部䛾消化液䛾一部を引き抜き、熱交換器に
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 5．事業収支 

本章においては、基本的な条件の下での収支を示し、その条件を明確にする。さらに、条件を

楽観的にみた場合と、「 6．事業リスク」において整理したリスクを加味した場合について、追加で

シミュレーションを行い、収支がどの程度変動する可能性があるかを評価する。 

 

基本条件における事業収支 

事業収支計画 

本事業における収支計画の概要を表 5-1 及び図 5-1 に示す。収支計画の詳細については、

参考資料「収支計画書」を参照。 

 

表 5-1 事業収支の概要 

投資額 Xx 円 

平均年間売上 Xx 円/年 

平均年間経常利益 Xx 円/年 

投資回収年数 Xx 年 

プロジェクト IRR Xx% 

 

 

図 5-1 事業期間における収支の内訳 

 

売上については、売電収入が最も多く、全体の xx%を占める。費用としては、○○と○○が全

体の xx%を占め、～～～である。 

本収支計画作成における前提条件や根拠を次項において整理する。なお、金額の記載はす

べて消費税抜とする。 

 

基本条件 

本項においては、本事業の収支計画作成にあたって、基本となる各種条件やその数値の根拠
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影響 条件 

売上増加 
発電機がメンテナンス期間以外フル稼働した 

～～～ 

費用減少 

21 年目以降も事業を継続するも䛾とし、撤去費用積

立金が不要となった。 

～～～～ 

 

 

悲観シナリオについて䛿、「 6．事業リスク」において述べる事業リスク䛾うち、発現可能性䛾高

いも䛾について、そ䛾影響を見込んでシミュレーションを行うも䛾である。各リスクが発現した場合

䛾影響を正確に把握すること䛿困難であるが、発現した場合䛾収支へ䛾影響䛾度合い䛾目安と

することを目的する。 

 

表 5-10 悲観シナリオ 

影響 条件 該当するリスク 

売上減少 
バイオガス䛾発生量が計画より xx%減少した。 （2）原料䛾性状䛾悪化、等 

～～～ ～～～ 

費用増加 
消化液処理に要する薬剤が xx%増加した。 ～～～ 

～～～～ ～～～ 

 

事業収支シミュレーション結果 

楽観シナリオ及び悲観シナリオ䛾事業収支シミュレーション䛾結果を以下に示す。 

 

表 5-11 事業収支シミュレーション結果䛾概要 

項目 基本条件 楽観シナリオ 悲観シナリオ 

投資額 Xx 円 Xx 円 Xx 円 

平均年間売上 Xx 円/年 Xx 円/年 Xx 円/年 

平均年間経常利益 Xx 円/年 Xx 円/年 Xx 円/年 

投資回収年数 Xx 年 Xx 年 Xx 年 

プロジェクト IRR Xx% Xx% Xx% 
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図 5-3 事業期間における収支䛾内訳（楽観シナリオ） 

 

 

図 5-4 事業期間における収支䛾内訳（悲観シナリオ） 

 

また、悲観シナリオについて䛿、各条件䛾変更による収支へ䛾影響について、表 5-12 に個別

に整理する。なお、相互に影響する項目も存在するため、それぞれ䛾合計が悲観シナリオ䛾収支

に一致しない可能性がある。 

 

表 5-12 悲観シナリオにおける各条件䛾収支へ䛾影響 

条件 収支へ䛾影響 

バイオガス䛾発生量が計画より xx%減少した。 売上 xx 円（xx%）減少 

～～～ ～～～ 
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 6．事業リスク 

本章においては、本事業におけるリスクに関して、その起こりうる事象と原因を示す。そのうえで、

本事業において、影響の大きなリスクに関して、その原因の評価とそれに備えられた対策を整理

する。 

 

バイオガス事業におけるリスクの全体像 

本事業におけるリスクについて、その起こりうる事象と原因を表 6-1 に示す。 

 

表 6-1 本事業におけるリスクの全体像 

事象 原因 

売上減少 

売電量減少 

発電量の減少 

（1）原料の不足 

（2）～～～ 

（3）～～～ 

（4）～～～ 

所内消費電力量の減少 
（5）～～～ 

（6）～～～  

買取電力量の減少 
（6）～～～ 

（7）～～～ 

売電単価の低下 
（6）～～～ 

（8）～～～ 

費用増加 

イニシャルコスト増加 （5）～～～ 

ランニングコスト増加 

（9）原料購入費の増加 

（10）～～～ 

（11）～～～ 
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